
あとがきに代えて：
「SDGs、変革、質の高い成長」に関連する研究と参考文献

　本書は、国際協力機構（JICA）緒方貞子平和開発研究所が様々な形で関わっ
た国際的な共同研究プロジェクトの研究成果から多くの示唆を得ている。これら
の研究は、SDGs が採択された 2015 年前後から行われたものが多い。それら
は、SDGs や変革、「質の高い成長」の研究に広く関わるものであり、本書で議
論しているテーマを研究するために欠かせない参考文献であった。それらの概要
と背景を紹介したい。

コロンビア大学 Initiative for Policy Dialogue（IPD）主導の研究
　コロンビア大学の InitiativeforPolicyDialogue（IPD）の JosephStiglitz 教授
を中心として進められたこの時期の一連の研究プロジェクトの 1 つが産業政策と
経済変革に関わる研究であり、AkbarNomanandJosephE.Stiglitz. Industrial 

Policy and Economic Transformation in Africa としてまとめられ、2015 年に刊行さ
れた1）。まさにアフリカ連合（AU）がアフリカ変革のビジョンを宣言し（2013
年）、アフリカ開発銀行（AfDB）、国連アフリカ経済委員会（UNECA）、アフリ
カ経済変革センター（ACET）がそれぞれアフリカの変革に関連する研究を次々
と発表した時期であり、極めてタイムリーな研究プロジェクトであった。この
IPD の研究は、後述の多くの研究と関係が深いので、少し詳しく紹介したい。
　変革（transformation）は、SDGs の重要な理念の一つであるが、この IPD の
研究は変革を今日のアフリカの中心的課題と捉え、そのためには、Learning, in-
dustrial,andtechnologypolicies（LIT 政策）が必要であることを強調してい
る。この研究の背景として、当時進んでいた 2 つの新たな動きに注目したい。そ

1） これより先、IPD の下で、アフリカの成長とガバナンスに関する研究が行われ、Akbar
Noman,KwesiBotchwey,HowardStein,andJosephE.Stiglitz.Good Growth and 
Governance in Africa: Rethinking Developing Strategies が、2012 年に刊行された。この研究
には、日本から、大野泉、大野健一、花谷厚、渡邉松男等が参加している。
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の一つは、アフリカの発展は、変革（transformation）を必要とするという認識
が高まったことである。もう一つは、産業発展は、変革の牽引力であるとの見方
や、産業政策に関する新たな見方が強まったことである。これら 2 つ、すなわち

「変革」と「産業政策」がこの本のキーワードとしてそのタイトルに掲げられて
いる。
　第 1 の点については、上記の通り、2013 年の AU の変革ビジョン Agenda 

2063：The Africa We Want、AfDB の 2013〜2022 年に向けての長期戦略、At the 

Center of Africa’s Transformation、 翌 2014 年 に は、ACET の African Trans

formation Report が発表されるなど、変革の重要性への関心が著しく高まったこ
とが背景にある（詳細は第 2 章参照）。
　第 2 の点については、それまでの産業政策に関する論争2）を乗り越える形で、
産業政策に関する新たな考え方が、2000 年代の半ばごろから強まったことを指
摘したい。なかでも、DaniRodrik.2007.One Economics, Many Recipes: Globali

zation, Institutions, and Economic Growth や、MarioCimoli,GiovanniDosi,and
JosephE.Stiglitz.2009.Industrial Policy and Development: The Political Economy of 

Capabilities Accumulation が出版され、さらに、東アジアから初めて、世界銀行
の チ ー フ・ エ コ ノ ミ ス ト に 就 任 し た、JustinYifuLin の New Structural 

Economics: A Framework for Rethinking Development and Policy 及び The Quest for 

Prosperity: How Developing Economies Can Take Off（日本語版は、小浜裕久訳
（2017）『貧困なき世界─途上国初の世銀チーフ・エコノミストの挑戦』）が 2012
年に刊行された3）。さらに、同年には、世界銀行が雇用（仕事、Jobs）は経済社
会発展の基礎であるとして Jobs に焦点を当てた世界開発報告（WDR）を刊行し
て い る（WorldBank.World Development Report 2013: Jobs）。2013 年 に は、
KenichiOhno.Learning to Industrialize: From Given Growth to Policy─aided Value 

2） 長期にわたる産業政策に関する論争に関しては、IzumiOhno.2022.“Overview:Japanese
PerspectivesonIndustrialDevelopmentandtheConceptofTranslativeAdaptation.”In
IzumiOhno,KuniakiAmatsu,andAkioHosono.2022.Policy Learning for Industrial 
Development and the Role of Development Cooperation に詳しい。

3） 日本では、2008 年に第 4 回アフリカ開発会議（TICADIV）が開催され、TICADIV に
向けて、国際協力機構と国際協力銀行より『「アフリカ開発とアジアの経済成長」検討会
報告書』（英語版は、Report of the Stocktaking Work on the Economic Development in Africa 
and the Asian Growth Experience）が刊行されている。
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Creation（日本語版は、『産業政策の作り方』）が刊行された。
　上記の IPD の研究はこのような背景のもと、変革と産業政策に焦点を当て、
かつ経済変革を推進するためには、LIT 政策、特に産業政策が重要であること
が主要テーマとなった。IPD のタスクフォース会合には、K.Y.Amoako

（ACET）,YawAnsu（ACET）,Ha─JoonChang＊,SakikoFukuda─Parr,Ato
NewaiGebre─Ab,RaviKanbur,DannyLeipziger＊（CommissiononGrowthand
Developmentの副議長）,JustinLin,CelestinMonga（後のアフリカ開発銀行チ
ーフ・エコノミスト）,DeepakNayyar,JoseAntonioOcampo（元 UN─ECLAC
事務局長で後のコロンビア財務大臣）、JohnPage（BrookingsInstitution、世界
銀行の East Asian Miracle の主要執筆者）、AnnalisaPrimi＊（OECDPolicy
DialogueInitiativeonGVCs,ProductionTransformationandDevelopment を主
導）,MartinRama（WDR2013 主要執筆者）、ShahidYusuf＊をはじめ、多くの
研究者、実務者が参加した。JICA 緒方研究所からは、加藤宏、島田剛＊、細野
昭雄＊等が参加した。（＊は上記の IPD の 2015 年の書籍の執筆者。）「変革」や

「産業政策」に関心が高まっていたこともあり、活発な議論が行われた。この議
論の内容については、NomanandStiglitz（2015）の Chapter1 にまとめられて
いる。
　IPD の主導で進められた、次の研究プロジェクトの成果は、2 年後、Akbar
NomanandJosephE.Stiglitz.Efficiency, Finance, and Varieties of Industrial Policy: 

Guiding Resources, Learning, and Technology for Sustained Growth として 2017 年に
刊行された。この研究では、特に、ラーニング、開発金融、産業政策とその具体
的アプローチなどが議論され、その第 1 章は、ラーニング、産業政策、技術政策

（LIT 政策）に関する議論を俯瞰している。ラーニングに関しては、この本に先
立って、2014 年に JosephE.StiglitzandBruceGreenwald.Creating a Learning 

Society: A New Approach to Growth, Development, and Social Progress（日本語版
は、薮下史郎監訳（2017）『スティグリッツのラーニング・ソサイエティ─生産
性を上昇させる社会』）が刊行されている。
　さらに 2019 年には、IPD による「アフリカにおける質の高い成長」に関する
研究が、RaviKanbur,AkbarNoman,andJosephE.Stiglitz.The Quality of 

Growth in Africa として刊行され、TICADVII のサイドイベントで発表された。
この書籍は、5 つの部分からなり、アフリカにおける「質の高い成長」を格差是
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正・雇用（第 1 部）、環境（第 4 部）、都市化（第 5 部）の観点から研究するとと
もに、質の高い成長のための変革（transformation）に関して論じている（第 2
部、第 3 部）。
　これらの IPD の主導で行われた研究をまとめた上記 3 冊の書籍に収められた
論文の多くは、従来から積み重ねられてきた研究の蓄積を踏まえ、変革、質の高
い成長、SDGs の達成といった新たな挑戦にいかに取り組むべきかを論じてい
る。これらの研究に参加した研究者には、例えば、経済発展、産業政策、貧困削
減などに関わる研究を行ってきた人が多い。それが、SDGs、変革、質の高い成
長に関する彼らの議論の根底にあるということができる。

Brookings Institution 主導の研究
　BrookingsInstitution 主導で行われた一連の研究プロジェクトは、開発協力の
ためのより効果的アプローチを模索しつつ、開発途上国の発展の主要な課題につ
いて研究することが中心となっていた。2011 年 11 月の援助効果に関する Busan
High─LevelForum に向けて行われた研究は、HomiKharas,KojiMakino,and
WoojinJung.Catalyzing Development: A New Vision for Aid として同年刊行され
た。これに続いて、2013 年に刊行された LaurenceChandy,AkioHosono,Homi
Kharas,andJohannesLinn.Getting to Scale: How to Bring Development Solutions to 

Millions of Poor People は、成果が顕著な協力プロジェクトをいかにスケールアッ
プし、広範囲の変革（transformativewide─reachingprogress）に資する協力を
行うかを議論している。この時期から Post2015 に向けた議論が進んでいたが、
それを念頭に行われた研究の成果として、LaurenceChandy,HiroshiKato,and
HomiKharas.The Last Mile: In Ending Extreme Poverty が 2015 年刊行された。最
も貧しい人々が取り残されないためには、平和、雇用、強靭性が不可欠であると
の認識に立ち、そのための戦略を論じている。これらの BrookingsInstitution の
研究をリードしてきた、HomiKharas氏は、この間 BusanHigh─LevelForum
の準備に貢献し、さらに、UNPost2015High─LevelPanel の事務局の execu-
tivesecretary を勤めた。

海外の研究機関等との共同研究
　本書はまた、JICA 緒方貞子平和開発研究所が主導して行った、開発協力につ
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いての、国際的共同研究プロジェクトをはじめとする、様々な研究の成果からも
多くの示唆を得ている。これらは、日本の国際協力全体に関する研究、テーマ別
の研究、国別の研究、産業にフォーカスした研究、南南協力・三角協力に関する
研究などからなる。日本の国際協力の特徴などについて、様々な角度から議論が
行われており、その中で多くの事例が取り上げられている。本書執筆に際して貴
重な参考文献となった。
　2015 年 に は、AgenceFrançaisedeDéveloppement（AFD）、Instituteof
DevelopmentStudies（IDS）と JICA による、「質の高い成長」に関する共同研
究が行われ、LawrenceHaddad,HiroshiKato,andNicolasMeisel.Growth is 

Dead, Long Live Growth: The Quality of Economic Growth and Why it Matters がその
成果として刊行された。
　日本の開発援助に関して、内外の多くの研究者、実務者が参加して行われた研
究が 2016 年に刊行された。HiroshiKato,JohnPage,andYasutamiShimomura.
Japan’s Development Assistance: Foreign Aid and the Post─2015 Assistance であり、
1954 年から 2014 年までの日本の開発援助に関する総合的なレビューを行ってい
る。また、同年 9 月から、JICA 緒方貞子平和開発研究所において、「日本の開
発協力の歴史」研究プロジェクトが発足し、これまでに、下村恭民『日本型開発
協力の形成─政策史１・1980 年代まで』、下村恭民『最大ドナー日本の登場とそ
の後─政策史２・1990 年代以降』、黒田一雄『国際教育協力の系譜─越境する理
念・政策・実践』、山田順一『インフラ協力の歩み─自助努力支援というメッセ
ージ』、峯陽一『開発協力のオーラル・ヒストリー─危機を超えて』、佐藤仁『開
発協力のつくられ方─自立と依存の生態史』が刊行されている。上記 2016 年刊
行の書籍と合わせ、日本の開発援助の歴史と特徴を知るための貴重な文献であ
る。
　テーマ別研究では、日本の産業開発の経験や、産業開発政策支援における日本
の協力の特徴を分析した、IzumiOhno,KuniakiAmatsu,andAkioHosono.
Policy Learning for Industrial Development and the Role of Development Cooperation

及び KimiakiJinandIzumiOhno.Promoting Quality and Productivity Impro

vement/Kaizen in Africa が、「日本の産業開発と開発協力の経験に関する研究：翻
訳的適応プロセスの分析」に関する研究プロジェクトの成果の一環として、2022
年に刊行された。2024 年には、同プロジェクトの成果として、JunichiMoriand
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IzumiOhno.Translative Adaptation of Foreign Skills Formation Models: Cases of 

Japanese Development Cooperation in Southeast Asia が刊行されている。さらにこ
の研究プロジェクトの集大成として、2024 年に、IzumiOhno,KimiakiJin,
KuniakiAmatsu,andJunichiMori. Introducing Foreign Models for Development: 

Japanese Experience and Cooperation in the Age of New Technology が出版された。
　また、GlobalDevelopmentNetwork（GDN）と JICA 緒方貞子平和開発研究
所の共同研究によって行われた、開発途上国におけるカイゼンに関する研究の成
果が、AkioHosono,JohnPage,andGoShimada.Workers, Managers, Productivity: 

Kaizen in Developing Countries として、2020 年に刊行された。
　国別研究の一例としては、パラグアイの包摂的開発に関する研究、UN
EconomicCommission forLatinAmericaandtheCaribbean（ECLAC）and
JICA.Study on Inclusive Development in Paraguay: International Cooperation 

Experiences が 2014 年に刊行された。
　産業にフォーカスした研究としては、ブラジルのセラード地域の持続可能な農
業と FoodValueChain の発展に関する 2 つの研究が刊行された。一つは、この
産業の発展に貢献した、EMBRAPA をはじめとするブラジルの主要機関との共
同研究によるもので、AkioHosono,CarlosMagnoCamposdaRocha,and
YutakaHongo.Development of Sustainable Agriculture: Brazilian Cerrado としてま
とめられ、2015 年に発刊された。もう一つは、FAO（ブラジル事務所）との共
同研究によるもので、AkioHosono,NobuakiHamaguchi,andAlanBojanic.
Innovation with Spatial Impact: Sustainable Development of the Brazilian Cerrado と
して 2019 年に出版された。チリ大学との共同研究によって行った、チリのサケ
養殖・加工産業に関する研究は、AkioHosono,MichikoIizuka,andJorgeKatz.
Chile’s Salmon Industry: Policy Challenges in Managing Public Goods として 2016 年
に刊行された。
　 ま た、UnitedNationsOffice forSouth─SouthCooperation（UNOSSC）、
UnitedNationsEnvironmentProgramme（UNEP）と JICA 緒方貞子平和開発
研究所の協力のもと、グリーン・エコノミーによる持続的発展と貧困削減に関す
る研究が行われた。HiroshiKato.Tackling Global Challenges through Triangular 

Cooperation: Achieving Sustainable Development and Eradicating Poverty through the 

Green Economy としてまとめられ、2013 年に刊行された。
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　2018 年には、IDS と JICA 緒方貞子平和開発研究所が共同で、JingGuand
NaohiroKitano.Emerging Economies and the Changing Dynamics of Development 

Cooperation を特集した、IDSBulletin（Vol.49No.3）が刊行された。「新しいド
ナー」の登場によって変わりつつある開発協力について考察した論文を中心に編
集されている。また、南南協力、三角協力に関して論じた、HiroshiKato.
Scaling Up South─South and Triangular Cooperation が 2012 年に出版されている。
　この他、土地区画整理による都市の直面する諸課題に取り組むアプローチに関
する研究、FelipeFranciscodeSouza,TakeoOchi,andAkioHosono.Land 

Readjustment: Solving Urban Problems Through Innovative Approach が 2018 年に刊
行された。

研究プロジェクトと本書の各章
　筆者は、上記の研究プロジェクトの多くに参加する機会に恵まれた。そして、
本書の各章は、これらプロジェクトの成果をまとめた書籍の一章として執筆した
論文（別添リスト参照）を基に大幅な加筆修正を行い、あらためて執筆したもの
である。これらの研究の過程で行われた、研究会（セミナーや執筆者会合）で
は、編者はもとより、多くの参加者から、論文のドラフトへの貴重なコメントを
いただいた。心からの感謝の意を表したい。
　本書の第 2 章は、質の高い成長に関する AFD,IDS と JICA 緒方貞子平和開発
研究所の共同研究の成果としてまとめられた、Haddad,Kato,andMeisel（2015）
をはじめ、SDR、変革、質の高い成長に関する多くの研究を参考に執筆した、
Hosono（2019）（Kanbur,Noman,andStiglitz（2019）の第 6 章）が基となって
いる。産業の変革を可能にするために不可欠な要因を特定するとともに、それら
要因の効果を発揮させ、産業の変革を促し質の高い成長を達成する産業戦略/政
策が必要であることを、具体的なケースに基づいて明らかにした。
　本書の第 3 章は、IPD の NomanandStiglitz（2015）としてまとめられた研究
の一環として執筆した論文を基にしている。既述の通り、この IPD の研究の中
心テーマは、その書名が示す通り、「変革」と「産業政策」である。筆者の論文
においては、国や地方に大きな社会的、経済的変革をもたらした産業のケースを
5 つ取り上げ、そのそれぞれにおいて、どのような産業発展のビジョンや戦略、
さらには、産業政策があったかを研究し、そのプロセスにおいて決定的に重要だ
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った要因は何であったかを明らかにすることを目指した。
　本書の第 4 章は、IPD の NomanandStiglitz（2017）の 1 章として執筆した論
文が基になっている。ここでは、産業の発展にとって最も重要な要素の一つ、ラ
ーニングとそのための能力にフォーカスし、ラーニングのためにはどのような具
体的アプローチが有効かを研究した。その際に、従来から OECD─DAC 等にお
いて議論されてきたキャパシティ・ディベロップメント（CD）のコンセプトと
CD のための国際協力の事例が参考になるとの視点に立ち、Stiglitzand
Greenwald（2014）の Creating a Learning Society と CD をめぐる議論の関連につ
いて論じるとともに、国際協力の具体的事例からどのような示唆が得られるかを
論じた。その中で特に、カイゼンのようなアプローチとラーニングとの関係、質
の高い成長との関係について考察を行った。この視点は、Hosono,Page,and
Shimada（2020）の第 3 章にも受け継がれている。また、産業発展のためのラー
ニングを効果的に行うには、各国それぞれの独自の状況に応じた翻訳的適応

（translativeadaptation）が不可欠であるとの視点からの研究が、Ohno,Amatsu,
andHosono（2022）及び Ohno,Jin,Amatsu,andMori（2024）としてまとめら
れた。この研究の一環として執筆した論文（Hosono2024）の概要を本書第 3 章
のコラムで紹介した。
　 本 書 の 第 5 章 は、Chandy,Kato,andKharas（2015） の 第 9 章（Hosono
2015b）を基に執筆した。東アジアや南アジアの経験を念頭に置きつつ、サブサ
ハラアフリカにおいて変革と質の高い成長（特に雇用拡大による inclusive な成
長）を達成するための戦略とアプローチを考察した。執筆に際しては、こうした
視点から極めて示唆に富むエチオピアの事例（特にエチオピアとの政策対話にお
ける議論）をはじめ多くの事例を参照した。
　本書の第 6 章は、deSouza,Ochi,andHosono（2018）、特にその中の Hosono

（2018）に基づいている。日本での経験を参考に開発途上国に適応された都市再
開発（特に都市のスラム）の事例が中心となっている。
　本書の第 7 章は、主として、Kato（2013）としてまとめられた研究において
執筆した Hosono（2013）が基となっている。
　本書の第 8 章は、Kato（2012）としてまとめられた研究において執筆した
Hosono（2012）が基となっている。特に地震、ハリケーン、火山の噴火などの
自然災害にしばしば襲われる、世界で最も災害に脆弱な地域の一つとして知られ
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る、中米地域の事例を中心に研究を行った。

本書の基となった論文、書籍リスト
Chandy,Laurence,AkioHosono,HomiKharas,andJohannesLinn.2013.Getting to Scale: 

How to Bring Development Solutions to Millions of Poor People.Washington,DC:Brookings
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